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添谷芳秀教授略歴・主要業績

添
谷
芳
秀
教
授
略
歴

学
歴

一
九
七
五
年　

四
月	

上
智
大
学
外
国
語
学
部
英
語
学
科
入
学

一
九
七
九
年　

三
月	

同
大
学
同
学
部
同
学
科
卒
業

一
九
七
九
年　

四
月	

上
智
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
国
際
関
係
論
専
攻
博
士
前
期
課
程
入
学

一
九
八
一
年　

三
月	

同
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了

一
九
八
一
年　

九
月	

ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

一
九
八
三
年
一
二
月	

同
大
学
院
博
士
候
補
生

一
九
八
七
年　

四
月	

同
大
学
院
博
士
課
程
修
了

学
士
号
・
学
位

文
学
士
（
上
智
大
学
）
一
九
七
九
年
三
月
授
与

国
際
学
修
士
（
上
智
大
学
）
一
九
八
一
年
三
月
授
与

政
治
学
博
士
／
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
）
一
九
八
七
年
五
月
授
与
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職
歴

一
九
八
四
年
一
〇
月
―
一
九
八
六
年
九
月	

上
智
大
学
国
際
関
係
研
究
所
助
手

一
九
八
七
年　

四
月
―
一
九
八
八
年
三
月	

財
団
法
人
・
平
和
安
全
保
障
研
究
所
研
究
員

一
九
八
八
年　

四
月
―
一
九
九
一
年
三
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
九
一
年　

四
月
―
一
九
九
五
年
三
月	

同
大
学
同
学
部
助
教
授

一
九
九
五
年　

四
月
―
二
〇
二
〇
年
三
月	

同
大
学
同
学
部
教
授

一
九
九
三
年　

九
月
―
一
九
九
五
年
八
月	

米
国
東
西
セ
ン
タ
ー
訪
問
研
究
員
（
国
際
交
流
基
金
日
米
セ
ン
タ
ー
安
倍
フ
ェ
ロ
ー
）

二
〇
〇
六
年　

九
月
―
二
〇
〇
七
年
二
月	

ソ
ウ
ル
国
立
大
学
国
際
大
学
院
客
員
教
授

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
―
二
〇
一
三
年
九
月	

慶
應
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長

二
〇
一
一
年　

四
月
―
二
〇
一
六
年
三
月	

同
現
代
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
長

二
〇
一
三
年　

八
月
―
二
〇
一
四
年
一
月	

米
国
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
ス
カ
ラ
ー

二
〇
一
四
年　

三
月
―
五
月	
韓
国
国
際
交
流
財
団
フ
ェ
ロ
ー

所
属
学
会
（
前
歴
を
含
む
）

日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
・
評
議
員
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
評
議
員
、
日
本
政
治
学
会
、
日
本
平
和
学
会
、
ア
ジ
ア
学
会
（
米
国
、
Ａ
Ａ

Ｓ
）、
国
際
政
治
学
会
（
米
国
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
）、
国
際
戦
略
問
題
研
究
所
（
英
国
、
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
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学
外
兼
務
な
ど

米
国
ア
ジ
ア
財
団
国
際
評
議
員
（
一
九
九
六
年
―
現
在
）

「
二
一
世
紀
日
本
の
構
想
懇
談
会
」
メ
ン
バ
ー
（
官
邸
、
一
九
九
九
年
―
二
〇
〇
〇
年
）

防
衛
施
設
中
央
審
議
会
委
員
（
防
衛
庁
、
二
〇
〇
〇
―
二
〇
〇
九
年
）

経
済
産
業
研
究
所
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
フ
ェ
ロ
ー
（
二
〇
〇
一
年
七
月
―
二
〇
〇
四
年
三
月
）

経
産
省
産
業
構
造
審
議
会
地
球
環
境
小
委
員
会
委
員
（
経
産
省
、
二
〇
〇
三
年
）

外
務
省
政
策
評
価
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
・
メ
ン
バ
ー
（
外
務
省
、
二
〇
〇
三
年
―
二
〇
一
三
年
）

国
際
交
流
基
金
日
米
セ
ン
タ
ー
安
倍
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
委
員
・
座
長
（
二
〇
〇
四
年
―
二
〇
〇
八
年
）

国
際
文
化
会
館
評
議
員
（
二
〇
〇
四
年
―
現
在
）

「
日
韓
新
時
代
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
一
分
科
会
委
員
長
（
外
務
省
、
二
〇
〇
九
年
―
二
〇
一
一
年
）

「
新
た
な
時
代
の
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員
（
官
邸
、
二
〇
一
〇
年
）

「
第
二
期
日
韓
新
時
代
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
委
員
（
外
務
省
、
二
〇
一
一
―
二
〇
一
二
年
）
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添
谷
芳
秀
教
授
主
要
業
績

単
著

『
入
門
講
義 

戦
後
日
本
外
交
史
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）

『
日
本
の
外
交
―
「
戦
後
」
を
読
み
と
く
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）

『
安
全
保
障
を
問
い
な
お
す
―
「
九
条
‐
安
保
体
制
」
を
越
え
て
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
六
年
）

『
米
中
の
狭
間
を
生
き
る　

韓
国
知
識
人
と
の
対
話
Ⅱ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）

『
日
本
的
「
中
等
国
家
」
外
交
―
战
后
日
本
的
选
择
和
构
想
』（
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）（
翻
訳
）

『
일
본
의 

미
들 

파
워 

외
교
』（
서
울
：
오
름
、
2​
0​
0​
6
년
）（
翻
訳
）

『
日
本
の
「
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
」
外
交
―
戦
後
日
本
の
選
択
と
構
想
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）

Japanʼs E
conom

ic D
iplom

acy w
ith China, 1945-1978 （O

xford: Claredon Press, 1998

）

『
日
本
外
交
と
中
国 

1​

9​

4​

5
～
1​

9​

7​

2
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
五
年
）

Japanʼs E
conom

ic D
iplom

acy w
ith China: T

hree D
ecades of N

on-governm
ental E

xperiences, Ph.D
. D

issertation, T
he 

U
niversity of M

ichigan （1987

）
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共
著

Ryosei K
okubun, Y

oshihide Soeya, A
kio T

akahara and Shin K
aw

ashim
a, Japan-China R

elations in the M
odern E

ra 
（London: Routledge, 2017

） ［T
ranslated by K

eith K
rulak

］

Y
oshihide Soeya, Y

ul Sohn and D
aniel Sneider, U

.S.-R
O

K
-Japan T

rilateralism
: Building Bridges and Strengthening 

Cooperation （N
BR Special Report #59, July 2016

）

国
分
良
成
、
添
谷
芳
秀
、
高
原
明
生
、
川
島
真
『
戦
後
日
中
関
係
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）

L. W
illiam

s H
einrich, Jr., A

kiho Shibata and Y
oshihide Soeya, U

nited N
ations Peace-K

eeping O
perations: A

 G
uide 

to Japanese Policies （T
okyo: U

nited N
ations U

niversity Press, 1999

）

薬
師
寺
泰
蔵
、
吉
野
直
行
、
田
中
俊
郎
、
添
谷
芳
秀
、
田
村
次
朗
『
成
熟
時
代
の
日
米
論
争
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）

編
著
・
共
編
著
・
編
集

添
谷
芳
秀
編
著
『
秩
序
変
動
と
日
本
外
交
―
拡
大
と
収
縮
の
七
〇
年
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）

Rizal Sukm
a and Y

oshihide Soeya, eds., N
avigating Change: A

SE
A

N
-Japan Strategic Partnership in E

ast A
sia and 

in G
lobal G

overnance （T
okyo &

 N
ew

 Y
ork: Japan Center for International Exchange, 2015

）

添
谷
芳
秀
、
田
所
昌
幸
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ェ
ル
チ
編
著
『「
普
通
」
の
国　

日
本
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
四
年
）

Rizal Sukm
a and Y

oshihide Soeya, eds., Beyond 2015: A
SE

A
N

-Japan Strategic Partnership for D
em

ocracy, Peace, 
and Prosperity in Southeast A

sia （T
okyo &

 N
ew

 Y
ork: Japan Center for International Exchange, 2013

）

添
谷
芳
秀
編
著
『
現
代
中
国
外
交
の
六
十
年
―
変
化
と
持
続
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）

Y
oshihide Soeya, M

asayuki T
adokoro and D

avid A
. W

elch, eds., Japan as a ʻN
orm

al Countryʼ ?: A
 Country in 
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Search of its Place in the W

orld （T
oronto: U

niversity of T
oronto Press, 2011

）

渋
沢
雅
英
、
山
本
正
、
添
谷
芳
秀
編
『
日
本
の
世
界
貢
献
と
シ
ヴ
ィ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）

添
谷
芳
秀
、
田
所
昌
幸
編
著
『
日
本
の
東
ア
ジ
ア
構
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）

石
井
明
、
朱
建
栄
、
添
谷
芳
秀
、
林
暁
光
編
『
記
録
と
考
証　

日
中
国
交
正
常
化
・
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
交
渉
』（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
三
年
）

添
谷
芳
秀
、
山
本
信
人
編
著
『
世
紀
末
か
ら
の
東
南
ア
ジ
ア
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

添
谷
芳
秀
編
『
二
一
世
紀
国
際
政
治
の
展
望
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）

添
谷
芳
秀
、
赤
木
完
爾
編
著
『
冷
戦
後
の
国
際
政
治
―
実
証
、
政
策
、
理
論
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）

翻
訳

緒
方
貞
子
『
戦
後
日
中
・
米
中
関
係
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）

論
文

「
日
本
か
ら
見
た
戦
後
日
中
関
係
―
敗
戦
か
ら
天
皇
訪
中
ま
で
（
一
九
四
五
―
九
二
年
）」
波
多
野
澄
雄
、
中
村
元
哉
編
著
『
日
中
の
「
戦

後
」
と
は
何
で
あ
っ
た
か
―
戦
後
処
理
、
友
好
と
離
反
、
歴
史
の
記
憶
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
〇
年
）

“Japanʼs Indo-Pacific D
iplom

acy and Europe,

” in Rabea Brauer, et al., eds., Japan-E
U

 R
elationship: R

ecom
m

endation 
on SPA

 （T
okyo: K

onrad-A
denauer-Stiftung Japan, 2020

）

“Middle Pow
er Cooperation in the Indo-Pacific Era,

” Issues &
 Studies, V

ol. 56, N
o. 2‌ （June 2020

）

「
日
本
の
イ
ン
ド
太
平
洋
外
交
と
近
隣
外
交
」『
国
際
問
題
』
第
六
八
八
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
・
二
月
）
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“How
 Ideological D

ifferences D
rove a D

ow
nw

ard Spiral,

” Global A
sia, V

ol. 14, N
o. 3‌ （Septem

ber 2019

）

“The Rise of China in A
sia: Japan at the N

exus,

” in A
sle T

oje, ed., W
ill Chinaʼs R

ise be Peaceful?: Security, 
Stability, and Legitim

acy （O
xford: O

xford U
niversity Press, 2018

）

“The Case for an A
lternative Strategy for Japan: Beyond the A

rticle 9-A
lliance Regim

e,

” in M
ichael J. Green and 

Zack Cooper, eds., Postw
ar Japan: G

row
th, Security and U

ncertainty since 1945 

（W
ashington D

.C.: Center for 
Strategic and International Studies, 2017

）

「
冷
戦
後
の
日
本
外
交
―
な
ぜ
歴
史
問
題
が
収
ま
ら
な
い
の
か
」
慶
應
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
編
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
―
現

在
と
過
去
の
対
話
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）

“The Evolution of Japanʼs Public D
iplom

acy: H
aunted by its Past H

istory,

” Jan M
elissen and Y

ul Sohn, eds., 
U

nderstanding Public D
iplom

acy in E
ast A

sia: M
iddle Pow

ers in a T
roubled R

egion 

（London: Palgrave 
M

acm
illan, 2015

）

「
普
通
の
「
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
」
へ
―
冷
戦
後
の
日
本
の
安
全
保
障
政
策
」
添
谷
芳
秀
、
田
所
昌
幸
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ェ
ル
チ
共
編
著

『「
普
通
」
の
国　

日
本
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
四
年
）

“The M
iddle-Pow

er Challenge in East A
sia: A

n O
pportunity for Co-operation Betw

een　

South K
orea and Japan,

” 
G

lobal A
sia, V

ol. 9, N
o. 2‌ （Sum

m
er 2014

） ［co-authored w
ith Geun Lee

］

「
冷
戦
後
日
本
外
交
の
変
調
と
『
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
』
と
し
て
の
選
択
」
波
多
野
澄
雄
他
編
『
日
本
の
外
交　

第
六
巻　

日
本
外
交
の
再
構

築
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

「
イ
ン
ド
シ
ナ
を
め
ぐ
る
『
ジ
オ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
』
―
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
軸
に
米
中
印
が
交
錯
」『
外
交
』V

ol. 20‌

（
二
〇
一
三
年
七

月
）

「
中
国
の
台
頭
と
日
韓
協
力
―
認
識
の
束
縛
を
超
え
て
」
小
此
木
政
夫
、
河
英
善
編
『
日
韓
新
時
代
と
共
生
複
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
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「
座
談
会　

国
際
情
勢
の
動
向
と
日
本
外
交
」『
国
際
問
題
』
第
五
九
八
号
（
二
〇
一
一
年
一
月
）

“A ʻN
orm

alʼ M
iddle Pow

er: Interpreting Changes in Japanese Security Policy in the 1990s and A
fter,

” in Y
oshihide 

Soeya, M
asayuki T

adokoro and D
avid A

. W
elch, eds., Japan as a ʻN

orm
al Countryʼ?: A

 Country in Search of 
its Place in the W

orld （T
oronto: U

niversity of T
oronto Press, 2011

）

“Tokyoʼs China Problem
: Claim

ing the H
igh Ground,

” Japan E
cho W

eb, N
o. 4‌ 

（D
ecem

ber 2010-January 2011

） 
http://w

w
w

.japanechow
eb.jp/diplom

acy-politics/jew
0408

「
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
位
置
づ
け
お
よ
び
そ
の
関
係
国
の
動
向
」
東
ア
ジ
ア
共
同
体
評
議
会
編
集
『
東
ア
ジ
ア
共
同
体
白
書
二
〇
一
〇
』（
た
ち
ば
な

出
版
、
二
〇
一
〇
年
）

「『
逆
転
』
後
の
日
中
」『
外
交
』V

ol. 2‌

（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

「『
普
通
の
国
』
論
再
考
―
冷
戦
後
日
本
の
外
交
と
政
治
」『
法
学
研
究
』
第
八
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

「
日
本
外
交
の
展
開
と
課
題
―
中
国
と
の
関
係
を
中
心
に
」『
国
際
問
題
』
第
五
八
八
号
（
二
〇
一
〇
年
一
月
）

「
戦
後
日
本
外
交
史
―
自
立
を
め
ぐ
る
葛
藤
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
日
本
の
国
際
政
治
学
・
四
歴
史
の
中
の
国
際
政
治
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
九
年
）

“Japanese D
om

estic Politics and Security Cooperation in N
ortheast A

sia

” （W
ashington, D

.C.: Council on Foreign 
Relations, D

ecem
ber 2009

）

「
危
機
の
中
の
日
米
関
係　

一
九
七
〇
年
代
」
五
百
旗
頭
真
編
『
日
米
関
係
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）

「
日
本
外
交
を
構
想
す
る
―
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
連
携
に
よ
る
秩
序
の
イ
ン
フ
ラ
作
り
を
」『
論
座
』（
二
〇
〇
八
年
二
月
）

「
吉
田
路
線
と
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
」『
国
際
政
治
』（
吉
田
路
線
の
再
検
証
）
第
一
五
一
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）

“Diplom
acy for Japan as a M

iddle Pow
er,

” Japan E
cho, V

ol. 35, N
o. 2‌ （A

pril 2008

）

「
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
」
宇
野
重
昭
他
編
『
日
本
・
中
国
か
ら
み
た
朝
鮮
半
島
問
題
』（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

「
ア
ジ
ア
外
交
の
再
編
―
官
邸
外
交
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
」『
国
際
問
題
』
第
五
五
八
号
（
二
〇
〇
七
年
一
月
）
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“Trilateralism
 and N

ortheast A
sia,

” in W
illiam

 T
ow

, et al., eds., A
sia-Pacific Security: U

S, A
ustralia and Japan and 

the N
ew

 Security T
riangle （London: Routledge, 2007

）

“The M
isconstrued Shift in Japanʼs Foreign Policy,

” Japan E
cho, V

ol. 33, N
o. 3‌ （June 2006

）

「
日
本
か
ら
み
た
米
中
関
係
」『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
第
六
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）

「
一
九
七
〇
年
代
デ
タ
ン
ト
と
日
本
の
対
応
」『
国
際
問
題
』
第
五
四
六
号
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）

「
ア
ジ
ア
外
交
―
敗
戦
か
ら
東
ア
ジ
ア
共
同
体
へ
」『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
二
〇
〇
五
年
八
月
号
）

「
対
中
外
交
の
日
韓
比
較
―
日
韓
安
全
保
障
協
力
の
可
能
性
」
大
畠
英
樹
、
文
正
仁
編
『
日
韓
国
際
政
治
学
の
新
地
平
―
安
全
保
障
と
国

際
協
力
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
可
能
性
―
日
本
外
交
の
視
点
か
ら
」
国
分
良
成
編
『
世
界
の
な
か
の
東
ア
ジ
ア
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
五
年
）

“Changing Security and Political Contexts of Japan-T
aiw

an Relations: A
 V

iew
 from

 Japan,

” NBR
 A

nalysis, V
ol. 16, 

N
o. 1‌ （O

ctober 2005

）

“Japanese Security Policy in T
ransition: T

he Rise of International and H
um

an Security,

” Asia Pacific R
eview

, V
ol. 

12, N
o. 1‌ （M

ay 2005

）

「
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
と
日
本
外
交
」『
国
際
問
題
』
第
五
二
八
号
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）

「
東
ア
ジ
ア
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
日
本
」
添
谷
芳
秀
、
田
所
昌
幸
編
『
日
本
の
東
ア
ジ
ア
構
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
四
年
）

「
日
本
外
交
の
二
重
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
解
消
を
」
松
下
政
経
塾
編
『
松
下
政
経
塾
・
国
際
政
治
講
座
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇

四
年
）

「
日
本
の
ポ
ス
ト
京
都
戦
略
―
原
則
外
交
と
現
実
外
交
」
澤
昭
裕
、
関
総
一
郎
編
著
『
地
球
温
暖
化
問
題
の
再
検
証
―
ポ
ス
ト
京
都
議
定

書
の
交
渉
に
ど
う
臨
む
か
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
四
年
）
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「
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
―
外
交
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
」『
東
ア
ジ
ア
自
由
貿
易
秩
序
の
在
り
方
』（
日
本
機
械
輸
出
組
合
、

二
〇
〇
四
年
）

「
米
中
和
解
か
ら
日
中
国
交
正
常
化
へ
―
錯
綜
す
る
日
本
像
」
石
井
明
他
共
編
『
記
録
と
考
証 

日
中
交
正
常
化
・
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
交
渉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

「
米
中
関
係
―
同
床
異
夢
の
戦
略
的
共
存
」
木
村
汎
、
朱
建
栄
編
『
イ
ラ
ク
戦
争
の
衝
撃
―
変
わ
る
米
・
欧
・
中
・
ロ
関
係
と
日
本
』（
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）

“A N
ew

 Look at the U
.S.-China-Japan T

riangle: T
ow

ard Building a Stable Fram
ew

ork,

” Asian Perspective, V
ol. 27, 

N
o. 3‌ （2003

）

“Japan as a Regional A
ctor,

” ASE
A

N
-Japan Cooperation: A

 Foundation for E
ast A

sian Com
m

unity 

（T
okyo, N

ew
 

Y
ork: Japan Center for International Exchange, 2003

）

“Japanʼs Relations w
ith China,

” in Ezra F. V
ogel, Y

uan M
ing, and T

anaka A
kihiko, eds., T

he G
olden A

ge of the 
U

.S.-China-Japan T
riangle （Cam

bridge: H
arvard U

niversity Press, 2002

）

“The China Factor in the U
.S.-Japan A

lliance: T
he M

yth of a China T
hreat,

” Journal of E
ast A

sian Studies, V
ol. 2, 

N
o. 2‌ （A

ugust 2002

）

「
日
本
の
自
画
像
―
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
と
し
て
」、「
日
韓
、
主
体
性
発
揮
の
好
機
」『
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ポ
ー
ト
二
〇
〇
一
』（
朝
日

新
聞
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

“Taiw
an in Japanʼs Security Considerations,

” T
he China Q

uarterly, V
ol. 165 

（M
arch 2001

）; also in Richard L. 
Edm

onds and Steven M
. Goldstein, eds., T

aiw
an in the T

w
entieth Century: A

 R
etrospective V

iew
 

（Cam
bridge: 

Cam
bridge U

niversity Press, 2001

）

“The Cold W
ar in A

sia: T
he K

orean Peninsula as a Strategic N
exus and the Role of Japan,

” in Chang-in M
oon, et 

al., eds., E
nding the Cold W

ar in K
orea: T

heoretical and H
istorical Perspectives  

（Seoul: Y
onsei U

niversity 
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Press, 2001

）

「
座
談
会　

動
き
だ
し
た
北
東
ア
ジ
ア
」『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
一
四
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）

「
20
世
紀
の
日
中
関
係
」『
書
斎
の
窓
』
第
四
九
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
学
ぶ
こ
と
―
非
極
戦
略
の
確
立
へ
」『
中
央
公
論
』
一
三
九
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
中
国
」
高
木
誠
一
郎
編
『
脱
冷
戦
期
の
中
国
外
交
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
』（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

二
〇
〇
〇
年
）

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
米
中
―
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
中
心
に
」
添
谷
芳
秀
、
山
本
信
人
編
『
世
紀
末
か
ら
の
東
南
ア
ジ
ア
』（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

「
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
政
策
―
政
治
環
境
の
構
図
」『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
）

「
勢
力
均
衡
と
協
調
的
安
全
保
障
」
納
家
政
嗣
、
竹
田
い
さ
み
編
著
『
新
安
全
保
障
論
の
構
図
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）

“Europa und N
ordostasien: A

us der Sicht Japans,

” in H
anns W

. M
aull, et al., eds., E

uropa und A
sien-Pazifik 

（M
unchen: R. O

ldenbourg V
erlag, 1999

）

“Security Challenges in the A
sia-Pacific Region,

” in J. K
rause, et al., eds., A

sia, E
urope and the Challenges to 

G
lobalization （Berlin: Germ

an Society for Foreign A
ffairs, 1999

）

「
ト
ラ
ッ
ク
2
―
知
的
交
流
が
支
え
る
国
際
秩
序
」『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』N

o.127

（
一
九
九
九
年
三
月
）

「
日
本
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
外
交
―
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
地
域
主
義
の
交
錯
」
添
谷
芳
秀
、
赤
木
完
爾
編
『
冷
戦
後
の
国
際
政
治
―
実
証
、

政
策
、
理
論
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）

「
戦
後
日
本
外
交
五
二
年
の
軌
跡
」『
外
交
時
報
』
第
一
三
四
五
号
（
一
九
九
八
年
二
月
）

「
国
際
政
治
の
な
か
の
日
中
関
係
―
国
交
正
常
化
後
二
五
年
の
軌
跡
」『
国
際
問
題
』
第
四
五
四
号
（
一
九
九
八
年
一
月
）

「
対
外
関
係　

国
際
社
会
に
お
け
る
進
路
の
模
索
―
周
辺
地
域
か
ら
の
視
点
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

二
一
世
紀
を
め
ざ
す
中
国
―
江
沢
民
新

体
制
の
課
題
）『
東
亜
』
第
三
六
七
号
（
一
九
九
八
年
一
月
）
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“Japan: N
orm

ative Constraints V
ersus Structural Im

peratives,

” in M
uthiah A

lagappa, ed., A
sian Security Practice: 

M
aterial and Ideational Influences （Stanford: Stanford U

niversity Press, 1998

）

“Japanʼs D
ual Identity and the U

.S.-Japan A
lliance

” （A
sia/Pacific Research Center, Stanford U

niversity, M
ay 1998

）

“Europe and N
ortheast A

sia,

” in H
anns M

aull, Gerald Segal and Jusuf W
anandi, eds., E

urope and the A
sia-Pacific 

（London: Routledge, 1998

）

「
一
九
七
〇
年
代
の
米
中
関
係
と
日
本
外
交
」
日
本
政
治
学
会
編
『
危
機
の
日
本
外
交
―
七
〇
年
代
（
年
報
政
治
学
一
九
九
七
）』（
岩
波

書
店
、
一
九
九
七
年
）

「
米
中
関
係
を
み
る
眼
」『
世
界
経
済
時
報
』
第
六
〇
号
（
一
九
九
七
年
一
一
月
一
〇
日
）

「
米
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
―
冷
戦
後
安
全
保
障
へ
の
一
視
角
」『
国
際
政
治
』
第
一
一
六
号
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全

体
像
の
検
証
」（
一
九
九
七
年
一
〇
月
）

「
日
米
中
関
係
の
構
造
と
日
本
の
外
交
戦
略
」『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム　

臨
時
増
刊　

中
国
』
第
一
〇
巻
第
一
〇
号
（
一
九
九
七
年
九
月
）

「
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政
治
・
安
全
保
障
関
係
」『
日
中
経
協
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
七
号
（
一
九
九
七
年
八
月
）

「
日
豪
関
係
―
多
国
間
協
力
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）」『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
一
〇
巻
第
八
号
（
一
九
九
七
年
八
月
）

「
ア
ジ
ア
の
秩
序
変
動
と
日
本
外
交
」『
国
際
問
題
』
第
四
四
四
号
（
一
九
九
七
年
三
月
）

“Vietnam
 in Japanʼs Regional Policy,

” in Jam
es M

orley and M
asashi N

ishihara, eds., V
ietnam

 Joins the W
orld 

（A
rm

onk, N
Y

: M
. E. Sharpe, 1997

）

“The Political and Econom
ic Security D

im
ension,

” in T
he R

ational and C
om

m
on A

genda for A
sia-E

urope 
Cooperation: CA

E
C T

ask Force R
eports  （T

okyo &
 London: Council for A

sia-Europe Cooperation, 1997

）

“Northeast A
sia Policy of Japan in the 21st Century: Japanʼs D

ual Identity am
id A

siaʼs D
ual Structure of Flux,

” in 
Y

oung-Soon Y
im

, et al., eds., Security E
nvironm

ent in the 21st Century and K
oreaʼs Strategic O

ptions 

（Seoul: 
T

he K
orean A

ssociation of International Studies, 1997

）
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“Japanʼs Econom
ic Security,

” in Stuart H
arris and A

ndrew
 M

ack, eds., A
sia-Pacific Security: T

he E
conom

ics-
Politics N

exus （St Leonards, A
ustralia: A

llen &
 U

nw
in, 1997

）

「
日
本
外
交
の
中
の
ベ
ト
ナ
ム
」
西
原
正
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
モ
ー
リ
ー
編
著
『
台
頭
す
る
ベ
ト
ナ
ム
―
日
米
は
ど
う
関
わ
る
か
』（
中
央
公

論
社
、
一
九
九
六
年
）

「
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」『
東
亜
』
第
三
五
三
号
（
一
九
九
六
年
一
一
月
）

「
米
中
和
解
と
日
米
関
係
」『
法
学
研
究
』
第
六
九
巻
第
八
号
（
一
九
九
六
年
八
月
）

「
中
国
大
国
化
の
世
界
史
的
意
味
と
日
本
外
交
」『
外
交
時
報
』
第
一
三
二
六
号 （
一
九
九
六
年
三
月
）

“The Japan-U
.S. A

lliance in a Changing A
sia,

” Japan R
eview

 of International A
ffairs, V

ol. 10, N
o. 4‌ （Fall 1996

）

“US-Japan Relations and the O
pening to China: the 1970s,

” T
he N

ational Security A
rchive, T

he U
.S.-Japan 

Program
 W

orking Paper N
o. 5‌ （1996

）

「
日
中
関
係
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
」
増
田
弘
、
波
多
野
澄
雄
編
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
と
中
国
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

“Japanʼs M
ultilateral D

iplom
acy in the A

sia-Pacific and Its Im
plications for the K

orean Peninsula,

” A
sian 

Perspective, V
ol. 19, N

o. 2‌ （Fall-W
inter 1995

）

“Vietnam
 in Japanʼs Regional Policy,

” East-W
est Center, W

orking Paper （M
ay 1995

）

“Japan in A
sia: Beyond the Balancing A

ct,

” in H
anns W

. M
aull, ed., Bow

ing to the W
inds of Change?: N

ew
 A

spects 
in Japanese E

conom
ic, Foreign and Security Policies 

［A
rbeitspapiere zur Internationalen Politik 88‌

］ （Bonn: 
Europa U

nion V
erlag, 1994

）

“Jishu Gaiko in A
ction: Japanese D

iplom
acy and V

ietnam
,

” The W
oodrow

 W
ilson Center, A

sia Program
, O

ccasional 
Paper, N

um
ber 64‌ （June 8, 1994

）

“The Evolution of Japanese T
hinking and Policies on Cooperative Security in the 1980s and 1990s,

” Australian 
Journal of International A

ffairs, V
ol. 48, N

o. 1‌ （M
ay 1994

）



462

法学研究 94 巻 2 号（2021：2）

“Japanese D
iplom

acy and China: T
he Im

pact of H
istorical Legacies,

” Keio Journal of Politics, N
o. 7‌ （1994

）

「『
冷
戦
後
』
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
と
日
本
外
交
」『
外
交
時
報
』 

第
一
二
九
四
号
（
一
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